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提案の目的
酒田市の現状

生活系
1人1日あたり排出量

H30年度 653g 34位
H29年度 675g 34位
H28年度 677g 35位

酒田市ごみ処理基本計画(令和2年5月改訂)より引用



提案の目的
解決するために
・ごみの削減、適正な分別
・水分量減少



•1.生ごみ用水切り用具の配布
•2.コンポスト施設の導入
•3.剪定枝の資源化
•4.家庭系可燃ごみ処理の有料化
•5.生ごみ専用袋の設定



提案１

水切り用具の配布



目的
可燃ごみの約50％が水分

→処理時間がかかる
→処理施設への負担増加

・処理施設への負担軽減
・家庭系生ごみの水分量減少



手法

1．モデル地区の設定
2．水切り用具の配布
3．3か月ごとに対象地域の住民に感想、
課題点を調査
4．水分量減少の効果確認後、対象地域を
拡大



評価手法



水切り用具

• 参考市場価格：ステンレス製…1,000～2,000円
プラスチック製…500～1500円
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メリット

可燃時間減少により、ごみ処理場の負担
軽減
住民の生ごみに対する意識の向上
水分量減少により、ごみ総排出量の削減



デメリット
生ごみ特有の臭い

解決方法
生ごみをため込まないよう啓発
生ごみ処理機の使用推進
不使用時、ふたを閉じる



提案２

家庭系可燃ごみ処理の有料化



目的
ごみの減量化の実現
リサイクルの推進
酒田市ごみ処理基本計画(令和2年5月改
訂)p.15「2.6 現状と課題」の(1)ごみの
減量、(2)ごみの資源化、(5)家庭系ごみ
の有料化の達成



手法
可燃ごみ袋1枚あたりに値段(手数料)を
設定し販売

Q.なぜ、可燃ごみ袋のみを有料化するのか?

A.少しでも可燃ごみ袋購入を少なくしようとし、
適正な分別が進むと考えられるため



参照：環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」



45L換算時45円の地域

参照：環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」



45L換算時30円の地域

参照：環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」



メリット
ごみの排出量の減少
住民の意識改革の推進（ごみの発生抑制、
３R）
分別の推進



デメリット

家計の金銭的負担の増大
不法投棄等の増加
分別を手間だと感じる



解決方法
啓発を行う
適正な分別、必要最低限の排出を行うことで、負担の額を最
小に抑えることができると事前説明会等で説明

紙おむつ等を日常的に使用し、ごみの減量が難しい世帯を対
象に助成を行う

住民団体等と一体となった普及啓発、分別排出の徹底、パト
ロールの実施



結論

水切り用具の
配布

家庭系可燃ごみ
処理の有料化
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